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本病は離乳後 6 ～Ⅱ 適 齢の育成子 豚に 発育不良 1974 年に見いだされたが ， 本 ウイルスに対する 抗 

を 来す消耗性の 疾患であ り， Harding (1997) に 体は多くの健康 豚が 保有しており ，また接種試験 

よると 1991 年カナダで初めて 見出された ( 表 1) 。 においても病変を 形成しないことから 非病原・性 と 

彼は本病に Post-weamngmultisystemicwasting  考えられて来た。 一方 PMWS 罹患豚から サ 一コ 

syndrome (PMWS) の名称を与えているが ， こ ウイルスが分離され ， / トバイオート 豚を用いた 

れはリンパ系組織や 肺をはじめ多くの 臓器に病変 感染実験により 病気を再現したとの 報告 や ，電子 

が認められることによる。 フランスでは 同様の疾 顕微鏡による 観察，あ るいは免疫組織学的に 本ウ 

病が Pig@et wast ㎞ g disease として記載されてい イルスの関与を 示唆する報告が 相次いだことから る (LeCann, 1997) 他 ，米国， スペイン， シ 従来非病原性とされてきた PK-l.M 細胞由来の PCV 
マークからも 報告されている。 わが国では，筆者 と PMWS 由来の PCV を比較したところ ，遺伝学 

らにより 1996 年，千葉県において 見いだされたの 的に異なり，また 血清学的にも 区別できることか 

が 最初であ り，以後各地で 発生している。 本稿で ら，前者を PCVl 型，後者を PCV2 型と呼ぶこ 

は ，われわれがこれまでに 病 ， 桂 鑑定を実施した 事 とが提案されている。 

側に ついて病理学的側面を 中心に記載する。 

わが国における 発生状況 

病 因 1996 年に千葉県で 最初に見つかって 以降，北海 

本病の原因として 豚 サ ー コウイルスが 考えられ 道 ， 富 m, 山形，福島，茨城，群馬，愛知，姉重， 

ている。 豚のサ ー コウイルス CPCV) は環状一 大阪，広島，宮崎県で 発生している ( 表 2) 。 発 

本鎖 DNA を持っ非常に 小さなウイルス 粒子であ 育 不良ないし遅延，腹 式呼吸が主な 臨床症状であ 

り， PK-l5 細胞を汚染しているウイルスとして り，時に貧血が 認められている ( 表 2)n 

表 1  世界における 豚 サ ー コウイルス感染症 農家における 発生状況は ， 他の感染症により 様々 

国 発生年 発 表 者 
であ るが， 三重県では 289 頭甲 120 頭が 弊死 

カ ナ ダ   1991 
( 、 Ha 磁笏のん励 s pa 篠 sm 偲が関与 ), 大阪では肥育 

dark ， Hardry 

アメ リ ； 1996 Daft 
豚乱 nn0 頭巾 26 頭が死亡 (PRRS ウイルスが関与 ), 

フ ラ ン ス 1997 Le@Cann * 
群馬では事故率が 5.3% であ ったと報告されてい 

スペイ ン 1997 Segales 
る。 われわれが検索した 干葉県および 群馬県の例 

でも， PRRS ウイルスが半数以上の 症例で関与し 
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表 2  日本における 豚 サ ー コウイルス感染症 

発生 貝 発生年 農家数 主 症 状 

山形 1998   腹 式呼吸 

富山 1997   元気消失，貧血，発育不良 

福島 1999   

茨城 1999   発育遅延，腹 式呼吸 

群馬                     発育遅延，腹 式呼吸 

千葉                     発育遅延，腹 式呼吸 

愛知 1999 2  発育不良 

三重 1998 2 発育不良 

大阪 1998   発育不良，腹 式呼吸     発育不良 

宮崎 1999   腹 式呼吸 

北海道 1999   

ていた ( 表 3)n 

肉眼所見 

肉眼所見は ， 他の感染症によって 様々であ るが， 

サ ー コウイルスによる 肉眼病変はほとんどない。 

PRRS ウイルスが関与していれば 肺 全体が間質性 

肺炎を呈し， Ha 彫笏ゆゎ iluS ル 移 su 偲が関与して 

いれば 肺 胸膜炎，心膜炎ないし 腹 膜炎が見られる 

( グレーサー 病 ) 。 

組織所見 

病理組織学的には ，脾臓，扁桃，体表リンパ 節， 

腸間膜，回腸のパイエル 板 等の全身リンパ 組織の 

リンパ球の著しい 減数ないし消失が 見られ， リン 

パ 組織の支持組織となる 細綱細胞の細胞質内にへ 

て トキシリンに 濃染する多数の 小額 拉 が集合した 

ブドウ状の封人体が 認められる ( 図 1 と 2) 。 そ 

の量は症例によって 様々であ るが，扁桃や 顎下 淋 

一 … 一 … 一 … 一 … 一 … 一 … 一 … 一 …一 - 一 … 一 … 一 …一   

表 3  豚 サ ー コウイルス感染症の 発生状況 

( 群馬県 M 農場と千葉県の S 養豚場 例 ) 

群馬県 M 農場 

動物番号 目 粉 症状 診 断 

21173 60 発育遅延 Circovirus,PRRS   
21175 30 虚 弱 PRRS 

21190  76  発育遅延 PRRS, 好酸球性脳炎 

21191  76  発育遅延トリコモナス Clrcovlrus,PRRS, 感染 

21192  76  発育遅延クリフトスポリジウム C 迂 Covlrus,PRRS, 
21193  70  発育遅延 Circovirus,PRRS 

等は脾臓や腸間膜リンパ 節よりも多数の 封人体が 

高頻度で観察される。 千葉県の養豚場で 採 付 した 

症例の封人体の 分布状況を表 4 に示す。 

電子顕微鏡的には ， ヘマ トキシリンに 染まる心 

願粒は直径約 17nm の 小 ウイルス粒子が 大小様々 

な 結晶を形成している。 ウイルス粒子は 格子状の 

結晶を形成するものや ( 図 3 と 4), 縄が渦巻い 

たように配列しているものも 見られる。 

症例によっては ，ブドウ状の 封入体ではなく ， 

同じ細細細胞であ るが 核 内に好酸性の 封人体が認 

められるものもあ る ( 図 5) 。 このような症例で 

は ，細胞質内封人体は 見られず，専ら 核内 封人体 

が見られる ( 表 4) 。 核内 封人体を電子顕微鏡で 

観察すると，直径 17nm のウイルス粒子が 結晶を 

形成しているが ，細胞質内のものと 異なり，核酸 

を持っておらず ，中が白く れ けている ( 図 6 と 7)n 

このような封人体は ，他に報告例がなく ，なぜこ 

のような封人体が 形成されたのかは 不明であ る。 

また，われわれがサ ー コウイルスの 調査を始 

めるきっかけになった 症例は， 肉眼的に肝硬変を 
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図 1 図 2 

図 3 図 4 

図 I      動物番号 20293 の顎下 淋 。 網内系細胞の 細胞質内に好塩基性の 封 
人体が見られる。 濾胞のリンパ 球は減数している。 HK 染色， 
Xlooo 

図 2      1 の 強 拡大。 封人体の大きさ 及び染色性は 様々であ る。 HE 染色， 
X400n 

図 3      動物番号 20293 の顎下 淋 の冒頭 像 。 細細細胞の細胞質内に 大小様々 

の封人体が見られる。 切断面によってウイルス 粒子は結晶状ない 

  し帯状に配列している。 

図 4      3 の一部強拡大。 直径約 17nm のウイルス粒子が 結晶 状 配列して 

いる。 

一 ㏄ 一 
  

 
 

日本SPF豚研究会 All About Swine, 15, 31-38 (1999)



  

  一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一 """ 一   

 
 

表 4  千葉県 1 養豚場 側 におけるサ ー コウイルス封人体の 分布 

動物番号 剖検 日 肝 脾 扁桃 顎下 淋 腸淋 パイエル 板 備 考 

20272  1996.11.25 女 / /  ノ ノ   
20292  1997.  2  .27           

20293  1997.  2  .27   ⑨ ⑥ ⑥ ⑨ 

20295  1997.  3.6           

20316  1997.3.13     /     

20317 1997.4. 1 O O   O O 
20318 1997. 4 . 1       一   

20319 1997. 4 . 1     / 一   

  App ⑥ PRRS 
/ リンパ球威 

  

  

/ 

ノ 

20320 1997.4 . 1 O O   O O / 
20324 1997.4.2           / 

女 : 肝細胞の細胞質内に 封人体 ;  /: 検査せず ;  一 : 封人体陰性 

⑥ : 細細細胞の細胞質内に 封人体 ;  0: 細細細胞の核内に 封人体 
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あ り， ヘマ トキシリンに 染まる小額 拉 が細胞質内 

に直接見られることもあ った。 核 質の縁取りが 顕 

著となり， 好 酸性の封人体を 入れているような 形 

態をした肝細胞が 散見された。 電子顕微鏡的には ， 

エオ ジンに染まる 大きな 額 粒は細胞の変性産物で 

あ ったが， ヘマ トキシリンに 染まる小額粒は 直径 

約 lVnm の 小 ウイルス粒子が 大小様々な結晶を 形 

呈していた ( 図 8) 。 組織学的には ， 肉眼的に白 

く見えた部位では グ リソン鞘にリンパ 球，マクロ 

ファージ等の 細胞浸潤が見られ ，線維芽細胞の 増 

殖が顕著に見られる 所もあ った ( 図 9) 。 細胞質 

内にェオ 、 久ノに 渋染する大小様々な 穎粒を 1 ない 

し 数個持つ肝細胞が 散見された。 穎 粒の中にはへ 

て トキシリンに 染まる小額粒を 入れているものも 
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                      図 8      動物番号 部位が広範に 20272 見られる。 の 肝 。 ホルマリン固定後の 割面。 線維化が進み ， 白く硬化した 
図 9      動物番号 20%2 の 肝 。 グリソン症には 単核細胞浸潤と 軽度の線維化が 見られる。 

肝細胞の細胞質内には 大小様々な 好 酸性の封人体 ( 多くは変性産物であ り， ウ 
イルスではない ) が見られる。 ヘマ トキシリン・ ェオ ジン (HE) 染色， X400n 
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図 10     動物番号 20272 の肝の電 顕像 。 細胞質内 

に結晶 状 配列及び渦巻 状 に配列した直径 

約 l5nm のウイルスが 見られる。 

成していた。 ウイルス粒子は 格子状の結晶を 形成 

するものや，縄が 渦巻いたよ う に配列しているも 

のも見られた ( 図 10)0 

山形県および 広島県の症例では ，肺に浸潤して 

いるマクロファージの 細胞質内にもブドウ 状の封 

人体が観察されている。 

サ ー コウイルスによる 病変以覚の病変 

サ ー コウイルス感染症は ，単独では封入体形成 

とリンパ球減少の 他にはどのような 病変を起すか 

ははっきりしないが ，表 3 のように PRRS ウイル 

ス と 直感染している 例が多く， PRRS ウイルスに 

よると思われる 間質性肺炎が 最も多く認められた。 
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